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1. 背景と目的

窓は通常、採光や眺望、通風・換気など室内環境を改善するため

に設置される。昼間は内部よりも外部の方が明るく、窓面で太陽光

を透過するか反射するため、外部から内部を窺うことはあまりでき

ない。しかし夜間では、内外の照度の優劣が逆転する（図 1）。内部

の光を窓を通して外部に対して発するようになる。光を媒介として、

建物内部の内装や家具、人物の様子を外部にいる人達に伝える働き

を持つのである。こうした、窓の外部に対して表出する効果は商業

施設の広告手段として活用されることはあっても、その他の効果に

ついて明確にはされてこなかった。

　夜間の窓の光が外部に与える効果を扱った研究は少ない。その中

で筆者らはこれまで、夜間のショーウィンドゥが歩行者の視線を実

際に誘導する効果を観察したり 1）、住宅の窓の配置が夜間にテリト

リーを強めることを確認したり 2）、富山県や岐阜県で夜間の街路の安

心感を高める手法として窓明かりを取り入れる実践 3 ～ 5）などを行っ

たりしてきた。こうした研究において、窓からの光が内部への関心

を高めたり、歩行者に対して防犯効果や安心感をもたらしたりする

ことは確かめられたが、窓明かりの有無による効果を導くことに留

まっており、窓明かりの条件の違いによってどのような心理的印象

が形成されやすいのかを比較したものはなかった。本報は、窓明か

りの光色や内部の見え方などの状態の違いによって外部歩行者など

へ与える影響について、複数の観点から検討するものである。

2. 実験概要

住宅街の窓明かりを対象とし、窓明かりの条件が変更可能な縮尺

模型を 1/50 のスケールで制作した。図 2 と表 1 に示すような、独立

住宅 7 棟、集合住宅２棟が面する幅 8m 長さ 100m の住宅街である。

建物が道路に接道する形式とし、塀やフェンスなどは設けていない。

建物の個々の室内の照明状況（光色や光量）を独立して設定できる

ようにしている。

図 1　昼夜の窓の働きの模式図
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　街路中央に位置する一軒の独立住宅の窓明かりの状態を、窓の位

置（1 階・2 階）、光色（暖色・白色）、内部の見通し（見える・見え

ない）（図 3）で操作し、この建物が外部に対して持つ効果を評価す

るものとした。明るさ（窓面輝度）も変数として考えられたが、縮

尺模型での明るさの認識が実空間とは異なると思われたため扱わな

いこととした。

　評価する観点は、「歩行者への効果」「内部での行為のイメージ」「住

民のイメージ」の三つのカテゴリーとした。歩行者への効果として

は、既往研究などから「人の気配」2)「安心感」3,5)「街路景観」4,5)「ゴ

ミ捨て抑止」2) の４項目を選定した。内部での行為のイメージとして

は「食事や団らん中」「勉強や仕事中」「就寝準備中」の 3 項目 7,8)、

住民のイメージとしては「社交的でありそう」「家族の仲が良さそう」

「用心深そう」5,6) の 3 項目を選定した。これらは合計 20 の項目から

予備実験を行って、類似した評価内容と項目をまとめたものである

　実験条件は上記「窓の位置」「光色」「内部の見通し」の 3 因子を 2

水準ずつ掛け合わせた計 8 条件とした（図 4）。対象とした建物以外

の窓明かりは約 30％の点灯率とした。窓明かりの効果を抽出するた

め、街路灯など他の屋外照明は設置していない。

　20 代から 50 代の 50 名 ( 男性 32 名、女性 18 名 ) の被験者に対し

て、各々の条件について模型を二方向（街路進行方向と対象建物正面）

から撮影した画像（図 4）を 20 インチの液晶モニタ 2 台に同時に提

示した。夜 20 時～ 22 時に、一人で歩行していることを想定し（図 2,3

に示す模型の道路上に配した人物が被験者本人であるという想定）、

対象の一軒の建物に対して「感じる」「少し感じる」「感じない」の 3

段階で評価してもらった。窓の輝度や路面の輝度は、画面上で自然

に見えるように配慮し、実際の街路よりも若干明るくしている。提

示順序は被験者によりランダムに変えている。またすべての評価が

終了後、評価理由や感想を聞き取った。実験は暗室で行い、手元の

みに灯りを設けた。

3.　実験結果

3.1　評価の全体的傾向

　既往研究では夜間街路の安心感の評価には性別による差がみられ

ることがあった 3）。本実験でも「安心感」の評価のみ男性よりも女性

の方が若干低くなる傾向があったが、何れも有意な差（p<0.05）で

はなかったため、全被験者のデータを区分せず扱うこととした。縮

尺模型をモニタを通して提示したことと、強い不安を与えるような

条件がなかったためではないかと考えられる。

　図5に全被験者の評価平均値を示す。図より、窓明かりの位置、光色、

見通しの違いにより評価が変わっているが、評価項目によって変化

するレベルにも差異がみられることが分かる。「人の気配」「安心感」

「ゴミ捨て抑止」については全ての条件で評価平均値 1.0（少し感じる）

図 4　実験条件

暖
色

２
階

１
階

無
光
色 有

内部の見通し

白
色

暖
色

白
色

位
置

独立住宅 （2 階建て）

評価対象

集合住宅

評価対象住宅
▼

上：2階

左：1階

正面からの画像は壁面

や家具が見え、人物の

後ろ姿が見える。進行

方向の画像では家具の

一部のみが見える。

内部に人の気配が感じられる

路上への安心感を高める

街路景観を向上している

路上にゴミを捨てることの抵抗を高める

食事や団らん中であると感じる

勉強や仕事中であると感じる

就寝またはその準備中であると感じる

社交的でありそう

家族の仲が良さそう

用心深そう

住民のイメージ

内部での行為
のイメージ

歩行者への効
果

縮尺 1/50
長さ 50m（実寸）
道幅 8m（実寸）
建物数 9棟(独立住宅：7棟、集合住宅2棟)

色彩
外壁：白色（反射率70%）
路面：グレイ（反射率40%）
内装：白色（反射率80%）

照明
暖色光：色温度3,000K
白色光：色温度5,000K

窓点灯 平均輝度30cd/㎡
窓消灯 平均輝度0.05cd/㎡
壁面 平均輝度0.25cd/㎡
路面 平均輝度0.1cd/㎡

街路条件

画面輝度

図 2　住宅模型写真 図 3　窓内部の見通しがある条件の例

表 1　模型概要

表 2　評価項目

①    　②

③    　④

⑤    　⑥

⑦    　⑧
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以上であり、窓明かりがあることだけで効果が得られやすいといえ

る。一方、「用心深そう」という評価については、全ての条件で評価

平均値 1.0 未満である。また「就寝準備中」「社交的でありそう」の

評価も 1.0 を上回る条件は少なく、全平均値も低い。これらは窓明

かりの状態だけではそう思うとは判断されにくいと考えられる。他

の項目については条件によって差が大きく表れており、窓明かりの

状態によって左右されやすいといえる。

3.2　主効果と交互作用

　表 3 に三元配置分散分析結果を示す。主効果をみると、窓の位置・

光色・内部への見通しは、ほぼ全ての項目で有意な影響を与えてい

ることが分かった。すなわち、1 階、暖色、内部が見通せる窓明かり

が、全体的に路上にいる人に対する様々な効果を高めやすい。内部

の見通しによる「街路景観」の評価と、光色の違いによる「ゴミ捨

て抑止」の評価のみ、主効果は有意な結果とはならなかった。内部

行為のイメージでは 1 階の暖色の窓明かりが「食事・団らん」の印

象を強くしており、「勉強・仕事」はその反対に2階の白色光で強くなっ

た。住民のイメージでは、1階、暖色、内部が見通せる窓明かりが、「社

交的」「家族仲良好」であるとイメージされている。また内部の見通

しが無い窓明かりが、「用心深そう」とイメージされている。窓明か

りによる内部の状況や住民イメージを連想させることが、街路歩行

者への安心感などにも結びついているのではないかと考えられる。

　交互作用は窓の位置と光色のみによって認められた。1 階に暖色系

の光が灯ることで「街路景観」「ゴミ捨て抑止」「食事や団らん」「社

交的」「家族仲良好」の評価が格段に上昇する。「就寝準備」のみ 2

階の暖色光で評価が高まる。「ゴミ捨て抑止」は、光色の単独効果は

確認されなかったが、一階と結びつくことで効果を発揮するものと

いえる。これは、「食事や団らん」中であると内部の行為がイメージ

されることとも関連しているのではないかと推測できる。

3.3　自由意見

　表 4 に評価後に聞き取った自由意見を示す。暖色光は内部で「く

つろいでいるイメージ」を持たせ、そのことが外部への「安心感を

与える」という意見が多く述べられている。暖色光はゴミを捨てる

ことへの「罪悪感を抱かせやすい」という意見もあった。温かみや

図 5　実験結果（評価平均値）（N=50）
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表 3　三元配置分散分析結果
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感じない　　　　少し感じる　　　感じる　　感じない　　少し感じる　　　感じる
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　　　窓明かりの条件

 ① 1階・暖色・見通し有り  ② 1 階・暖色・見通し無し

 ③ 1階・白色・見通し有り  ④ 1 階・白色・見通し無し

 ⑤２階・暖色・見通し有り  ⑥２階・暖色・見通し無し

 ⑦２階・白色・見通し有り  ⑧２階・白色・見通し無し
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愛着を外部に表出することが犯罪抑止につながりやすいことは既往

研究2）でも指摘されている。内部の見通しがある窓明かりに対しては、

プライバシーの露出の問題や不用心さに対する指摘が見受けられた。

実験では見通しが有るか無いかの極端な条件を設定したが、実際に

は居住者側にとって内部を丸見えにしたくはないと思われるため、

特に一階はレースのカーテンや障子等でぼんやりと内部を表出させ

ることが現実的であると考えられる。被験者の自由意見でも、「影で

もいいので少しでも何かが見えると安心感がある」など部分的な見

通しを推奨する意見が出されている。

　街路景観においては、「白色光が良い」という意見や、街路全体と

して均一な窓明かりでは「画一的な印象」を受けるという意見も得

られた。窓明かりは個々の住宅の個性とも結びつくため、街路灯の

ように規則正しく配置するのではなく、ある程度不揃いであった方

が魅力的に感じられる可能性もあると思われる。さらに、窓明かり

によって「街路の見通しが良くなる」ということも指摘されている。

道路上の明かりだけでなく、その周辺に光があることで、視野が左

右や遠方に広がるという利点が生じることも考えられる。今後は街

路全体の光環境計画において、窓明かりの特性を街路に求められる

性能に則して活用していくことも有効なのではないだろうか。

 

4.　まとめ

　夜間の窓は、光の透過する方向が昼間とは逆転し、内部の様々な

情報を外部に伝える機能を持つ。本研究では主に住宅の窓明りを対

象として、夜間に点灯している実態を把握し、窓の位置・光色・内

部への見通しなどが持つ心理的効果について実験的に把握した。

　実験結果から、1 階で暖色光で内部が見通せる窓明かりが、全体

的に路上にいる人に対する様々な効果を高めやすいことが分かった。

夜間の街路の安心を高め、景観的な魅力を高め、住民の個性の表出

することに、窓明かりが寄与していることが改めて示された。窓が

外部に対して持つ効果を、住宅街の防犯性能の向上、地域のコミュ

ニケーションの誘導、温かみのある景観の形成などに活かされるの

ではないかと考えられる。

　本実験は縮尺模型を元に行ったが、今後は実空間において適用し

た効果を検証したいと考えている。

・暖色の光の窓では家の中でくつろいでいるイメージがして、外部に安心感
を与える気がする。（7）

・内部が見える方が街路への印象は良いが、内部に対しては不用心に感じて
しまう。（5）

・道路に近い１階が明るい方が歩行者は安心すると思う。（4）
・白色の方が景観が良さそうである。（3）
・人の影が見える方が路上の安心感は高くなる。（3）
・景観上は白・黄の２色が並んでいる方がきれいに見える。画一ではない窓
明かりが魅力。（3）

表 4　実験結果の自由記述（括弧内は人数）

・影であっても何かが少しでも見えることで安心感を与える。（3）
・寒色光だと鋭い印象があり住民が警戒心を持っていたり、まだ活動中なの
ではないかと思わせる。（2）

・暖色光の家だと、他の家庭とも仲はよさそうな印象を与えると思った。（2）
・白色で内部が見えないと非常に冷たい印象を与える。（2）
・窓明かりによって奥行きが感じられ、街路の見通しが良くなる。（1）
・周りに注意が向くので、事故などが起きにくくなるのではと思った。（1）
・暖色系の光は、ゴミを捨てることの罪悪感を抱かせやすい。（1）
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